
　J-POWERグループは、「人々の求めるエネルギーを不断に提供し、日本と世界の持続可能な発展に貢献する」と
いう企業理念に基づき、環境、社会、ガバナンスの観点から、企業価値を向上させるための取り組みを進めています。
　サステナビリティ基本方針やマテリアリティ特定をはじめ、ESGに関する会社の重要な方針については常務会での
議論を経て取締役会で決定しています。

■ サステナビリティ基本方針

　私たちJ-POWERグループは「人々の求めるエネルギーを不断に提供し、日本と世界の持続可能な発展に貢献する」という
企業理念のもと、ステークホルダーとの信頼関係を基礎として、国内外での事業活動を通じて、豊かな社会を実現します。

■ サステナビリティ推進体制

　当社ではESG総括の副社長を責任者としたサステナビリ
ティ推進体制を構築しています。会議体として「サステナ
ビリティ推進会議」を設けているほか、グループ全体として
「J-POWERグループサステナビリティ推進協議会」を設置し、

環境に関する取り組みを含めた
サステナビリティの推進を図って
います。

■ 国連グローバル・コンパクトへの署名
　当社は国際連合が提唱する「国連グローバル・コンパクト
（UNGC）」に署名し、2021年4月に参加企業として登録されまし
た。あわせて、UNGC に署名している日本企業などで構成される
「グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン」に加入しました。
　UNGCは、各企業・団体が責任ある創造的なリーダーシッ
プを発揮することによって社会の良き一員として行動し、持続
可能な成長を実現するための世界的な枠組みづくりに参加す
る自発的な取り組みです。UNGCに署名する企業・団体は、人
権、労働、環境、腐敗防止の4分野に関わる10の原則を遵守・
実践し、企業戦略や活動を展開していくことが求められます。
　当社はこれまでも、ESGの各分野で、企業価値を向上さ
せるための取り組みを行ってきました。UNGCへの署名に

より企業姿勢を明確に表明することで、ESGに関する取り
組みをより一層強化します。

国連グローバル・コンパクトの10原則
人権
原則1：人権擁護の支持と尊重
原則2：人権侵害への非加担
労働
原則3：結社の自由と団体交渉権の承認
原則4：強制労働の排除
原則5：児童労働の実効的な廃止
原則6：雇用と職業の差別撤廃
環境
原則7：環境問題の予防的アプローチ
原則8：環境に対する責任のイニシアティブ
原則9：環境にやさしい技術の開発と普及
腐敗防止
原則10：強要や贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗防止の取組み
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＊ J-POWERグループ国内発電事業CO2排出量（2017-2019年度3ヵ年平均実績比）

サステナビリティに関する取り組み

J-POWER  
“BLUE MISSION

2050”
CO2削減目標 

2030年　-40%＊

2050年　実質排出0 
（カーボンニュートラル 

の実現）

Actions 2021-2023
1.  CO2フリー電源の開発加速化
2.  既存資産による新たな価値創造（アップサイクル）
3.  新たな領域への挑戦
4.  事業基盤の強化
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J-POWERグループのサステナビリティへの取り組み




